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第24回定例会
（9月議会）

あらまし
  

全
世
帯
へ
１
万
円
給
付

全
世
帯
へ
１
万
円
給
付

４
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

　９月定例会は、９月６日から16日までの11日間の会期で開かれ、一般質問に
は７議員が登壇。学校給食や鳥獣被害対策などについて議論が交わされました。
本会議では、条例の一部改正や令和４年度補正予算を審議し、原案のとおり可決。
請願審査では、３件が不採択。１件が継続審査となりました。
　令和３年度一般会計及び３特別会計の歳入歳出決算並びに２事業会計決算につ
いては、決算審査特別委員会を設置し、集中審査しました。（関連記事４～７ページ）

冬
期
の
光
熱
費
軽
減

冬
期
の
光
熱
費
軽
減

　

給
付
の
開
始
時
期
や
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
は
町
民
生

活
課
に
お
い
て
、
現
在
協
議

を
進
め
詳
細
内
容
の
構
築
に

取
り
か
か
っ
て
い
る
。
内
容

が
ま
と
ま
り
次
第
、
町
民
の

皆
様
に
周
知
を
図
っ
て
い
く

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に

「
電
気
料
金
等
物
価
高
騰
対

応
分
給
付
金
」
２
１
０
０
万

円
を
計
上
。

　
原
油
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
影
響
に
よ
り
、
電
気
料
金

や
灯
油
代
が
値
上
が
り
し
て

い
る
現
状
を
受
け
、
本
年
度

の
冬
期
間
に
お
け
る
家
庭
の

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
。

町
内
の
全
世
帯
に
一
律
１
万

円
を
給
付
。

決算議会
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△　�コロナ禍に止まらず物価高の影響も広
がりをみせる世田米商店街

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
経
済

的
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
町

内
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

本
年
８
月
に
発
行
さ
れ
た

「
使
っ
て
応
援
住
田
チ
ケ
ッ

ト
す
み
チ
ケ
＋
」。
想
定

し
た
申
込
数
を
大
き
く
上

回
り
、
追
加
発
行
の
た
め

６
８
２
万
円
を
一
般
会
計
補

正
予
算
へ
盛
り
込
む
。
追
加

後
の
予
算
総
額
と
発
行
総
数

は
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。

農家や商工業者を独自支援農家や商工業者を独自支援
新型コロナ「第7波」など影響

農家や商工業者を独自支援
  

経
費
上
昇
に
５
～

経
費
上
昇
に
５
～
2020
万
円
支
給

万
円
支
給

緊
急
経
済
対
策
支
援
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
や
不
安
定
な

世
界
情
勢
、
円
安
な
ど
に
よ

る
物
価
高
騰
の
影
響
が
町
内

の
事
業
者
に
も
幅
広
く
出
て

い
る
こ
と
か
ら
、
支
援
策
と

し
て
一
般
会
計
補
正
予
算

に
「
住
田
町
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
緊
急
経
済
対
策
支
援

金
」２
５
０
０
万
円
を
計
上
。

　
当
支
援
金
は
、
県
が
行
う

「
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
」

の
対
象
要
件
緩
和
と
対
象
を

拡
大
す
る
形
で
事
業
設
計
し

た
も
の
で
、
町
内
の
農
業
生

産
者
や
商
工
業
者
を
対
象
に

仕
入
価
格
や
施
設
維
持
管
理

費
な
ど
の
経
費
が
一
定
の
基

準
を
超
え
て
上
昇
し
た
場
合

に
事
業
者
へ
５
万
円
～
20
万

円
を
支
給
す
る
。
該
当
す
る

事
業
者
へ
積
極
的
活
用
を
呼

び
か
け
、
経
営
継
続
を
下
支

え
し
て
い
く
。

賛
成
討
論

事
業
者
へ
配
慮

水
野
　
正
勝 

議
員

　

町
独
自
経
済
対
策
す
み

チ
ケ
＋
は
、
他
の
自
治
体

で
は
類
を
み
な
い
支
援
規

模
で
あ
り
、
地
域
内
経
済

の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
。

　

住
田
町
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
緊
急
経
済
対
策
支

援
金
で
は
、
小
規
模
事
業

者
等
へ
の
丁
寧
な
配
慮
が

な
さ
れ
た
。
事
業
者
の
経

営
継
続
に
努
め
た
町
の
姿

勢
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

すみチケすみチケ
追加発行追加発行

　　岩手県物価高騰対策支援金
＜支給対象者の基本要件＞
①�中小企業であること
②�県内に本店登記を行っている法人、又
は県内を納税地とする個人事業者であ
ること
③�令和４年４月から同年９月までの期間
のうち、いずれか１か月の売上が過去
３年間の同月比で50%以上減少、また
はいずれかの連続する3か月の売上の
合計が過去３年間の同期比で30%以上
減少していること
④�上記に該当する期間における主な材料
や仕入品等の中に前年同月の単価と比
較して10%以上価格上昇しているもの
があること

参考

〇
４
年
度「
す
み
チ
ケ
＋
」

　
予
算
総
額

　
・
８
９
８
２
万
円

　
チ
ケ
ッ
ト
発
行
総
数

　
・
１
万
４
８
７
８
セ
ッ
ト
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令和３年度決算どう活かした55億円どう活かした55億円

令和３年度各会計決算

基金の積立状況　令和４年５月３１日現在

決
算
審
査
特
別
委
員
会

新型コロナウイルス感染症対策など　民生費１１億円
　　財政を見るポイント

１．財政力指数　０．１８　
　　前年度から０．０１ポイント悪化
１．０を超えると財政力が高いことを表します。

２．経常収支比率　7９．８％　
　　前年度と比べ４．７ポイント低下
　人件費など毎年度かかる固定費の割合
数値が高いほど経常的に使うお金が必要に
なります。

３．実質公債比率　９．０％　
　　前年度から０．６ポイント改善
　一般会計が負担する借金返済額の割合
数値が高いほどほかの財源に充てるお金が
必要になります。

４．将来負担比率　生じていない　
　将来一般会計が負担する借金返済額の割合
数値が高いほどほかの財源に充てるお金が
必要になります。

　財政の健全化を示す各種指標は、「財政健全
化判断比率」の結果が示しているとおり、安
定した健全財政を維持していることが認めら
れる。
　令和３年度決算に基づく町財政の健全性に
関する比率は、概ね良好である。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、

歳
入
57
億
４
５
４
７
万
円
で
前
年
度

比
１
億
８
５
０
１
万
円
の
減
。
歳
出

55
億
１
９
０
７
万
円
で
前
年
度
比
２
億

４
８
８
７
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
比
率
増

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付
税

２９
億
１
４
２
８
万
円
、町
債
３
億
１
７
５
３

万
円
、
町
税
５
億
９
７
９
万
円
、
国
庫
・

県
支
出
金
11
億
７
２
７
８
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
主
財
源
1９
・
４3
％
（
前

年
度
1８
・
６９
％
）、
依
存
財
源
８0
・
5７
％

（
前
年
度
８1
・
31
％
）
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
自
主
財
源
比
率
は
０
・
７４
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
の

歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
50
・
７２
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
民
生
費
11
億

５
４
７
５
万
円
、
総
務
費
９
億
７
０
９
０

万
円
、
教
育
費
４
億
６
７
３
８
万
円
、

公
債
費
７
億
２
３
０
９
万
円
、
衛
生
費

４
億
５
７
０
４
万
円
な
ど
で
す
。

　

差
引
額
３
億
２
５
４
７
万
円

　

歳
入
歳
出
決
算
の
差
引
額
は
、
一
般

会
計
２
億
２
６
４
０
万
円
、
国
民
健
康

保
険
６
８
７
２
万
円
、
介
護
（
保
険
事

業
）２
９
２
３
万
円
、（
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

5９
万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
53
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
下
表
の
と
お
り
）

会計区分 収入済額 支出済額 差引額
一　般　会　計 57億４5４7万円 55億１９07万円 2億2６４0万円

特別
会計

国民健康保険 7億37４４万円 ６億６８72万円 ６８72万円
介護
保険

保険 ９億９707万円 ９億６7８４万円 2９23万円
介護サービス 2８１万円 222万円 5９万円

後期高齢者医療 73８7万円 733４万円 53万円
小　　計 １８億１１１９万円 １7億１2１2万円 ９９07万円

合　　　　　計 75億5６６６万円 72億3１１９万円 3億25４7万円

会計区分 収入済額 支出済額 差引額
簡易水道
事業会計

収益的収入・支出 １億7８35万円 １億４４20万円 3４１5万円
資本的収入・支出 ９６2６万円 １億１６72万円 ▲20４６万円

下水道
事業会計

収益的収入・支出 １億６037万円 １億４４3８万円 １5９９万円
資本的収入・支出 33８８万円 3６６８万円 ▲2８0万円

基金名 基金現在高
財政調整基金 2４億3８2６万円
住田町減債基金 ８億８002万円
地域活性化基金 5055万円
福祉基金 １億８９９7万円
産業振興基金 １500万円
ふるさと住田水と土保全基金 １02６万円
教育振興基金 3４８5万円
町営住宅整備基金 3４3９万円
国保財政調整基金 ６07６万円
介護給付費準備基金 ９８６2万円
国保高額療養資金貸付基金 300万円
福祉医療資金貸付基金 200万円
岩手県収入証紙基金 500万円
住田町地域情報通信基盤施設整備基金 7億９03６万円
住田町まちづくり応援基金 ６7６5万円
東日本大震災復興基金 2億４2８万円
住田町ふるさとの森林づくり基金 5227万円
畜産振興基金 ９９１万円
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決算ピックアップ
畜産競争力強化整備事業費補助金畜産競争力強化整備事業費補助金

４億１８９９万円４億１８９９万円

防災マップ作成業務委託防災マップ作成業務委託

３３０万円３３０万円

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業
新型コロナウイルスワクチン接種対策事業新型コロナウイルスワクチン接種対策事業

５９４４万円５９４４万円

健康教育事業健康教育事業

４７万円４７万円
高齢者生活福祉センター施設改修工事高齢者生活福祉センター施設改修工事

１９８０万円１９８０万円

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

問　
本
町
の
歳
入
に
占
め
る

自
主
財
源
比
率
は
１９
・
４３
％

で
あ
る
。
将
来
も
町
と
し
て

存
在
し
て
い
く
た
め
に
は
、

持
続
可
能
な
自
立
あ
る
行
財

政
運
営
が
必
要
で
あ
る
。
自

主
財
源
確
保
の
方
策
は
。

　
　

指
定
寄
付
金
が
前
年
度

比
２
６
９
０
万
円
の
増
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
が
伸
び
て
い

る
。
今
後
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
成
果
に
期
待
す
る
。

QA

問　
医
療
資
源
の
少
な
い
本

町
に
と
っ
て
、「
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
す
み
ち
ゃ
ん
」

事
業
は
町
民
に
安
心
を
与
え

て
い
る
。
今
後
の
課
題
は
。

　
　

訪
問
看
護
に
は
、
医
師

の
指
示
書
が
必
要
で
、
町
外

の
開
業
医
と
連
携
し
て
い
る
。

利
用
実
績
を
増
や
す
た
め
に

は
、医
師
と
の
連
携
が
重
要
。

町
内
の
医
療
機
関
と
の
体
制

構
築
が
課
題
で
あ
る
。

QA

問　

保
健
衛
生
費
が
前
年

度
比
６
１
８
３
万
円
（
２３
・

０６
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
す
る
中
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
や
健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

な
ど
が
主
な
要
因
。
今
後
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
た
め
に
必
要
な

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

QA

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

ふ
る
さ
と
納
税
に
期
待

訪
問
看
護
事
業
の
課
題

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
増
額

水野正勝委員

荻原　勝委員

佐々木信一委員

　令和３年度の一般会計及び３特別会計（国民健康保険・介護保険・
後期高齢者医療）並びに２事業会計（簡易水道・下水道）の決算は、
決算審査特別委員会（阿部祐一委員長）に付託し審議。
　町政全般にわたり質疑を行い、すべて原案のとおり認定、可決しま
した。
　ここまで審議した多くの質疑の中から各委員１項目を掲載します。

決算審査意見書
創意工夫で
積極的施策

代表監査委員
紺野　仁

　決算審査にあたっては、住民の福祉増進
に努めるとともに、最小の経費で最大の効
果をあげることを基本的な視点として審査
を進めた。
　令和３年度決算審査における特徴的な点
は次のとおりである。

１.債権管理体制の徹底
　債権管理は、徴収担当課を中心に、各
課連携により、適切な債権管理を図られ
たい。

２.公共施設の整備及び維持管理
　公共施設は、長寿命化など適切な維持
管理のため個別計画を策定。適切かつ効
果的な町有施設の利用を図られたい。

令和３年度
一 般 会 計
歳入歳出ほか
５会計を認定

事
業
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
か

議
員
が
注
目
し
た
の
は
こ
こ

３.予算の適正な執行と健全な財政運営
　当町の財政状況は、財政基盤の脆弱性
は否めない。起債償還計画と合わせ、適
切な財政運営に努められたい。

４.職員の働き方
　関係規則及び様式等を点検し必要に応
じて改善を図り適切な運用を図られたい。

５.自治体ＤＸ
　令和７年度までに自治体情報のシステ
ムの標準化・共通化、行政手続きのオン
ライン化などのデジタル化を整備するこ
とになる。計画的な財源確保に努められ
たい。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

問　
機
密
書
類
処
理
委
託
料

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
公

文
書
や
個
人
情
報
は
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

保
存
期
限
が
経
過
し
て

い
る
公
文
書
な
ど
個
人
情
報

に
関
す
る
書
類
は
、
漏
洩
の

な
い
よ
う
に
処
理
し
て
い

る
。
公
文
書
・
個
人
情
報
に

関
す
る
書
類
の
管
理
は
、
規

程
に
基
づ
き
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
。

QA

問　
特
定
の
目
的
（
事
業
）

の
た
め
に
積
み
立
て
、
ま
た

は
準
備
し
て
い
る
基
金
。
家

計
に
お
け
る
「
貯
金
」
に
あ

た
る
が
、
そ
の
運
用
は
。

　
　

各
基
金
は
、
そ
の
目
的

の
た
め
に
必
要
が
生
じ
た
と

き
は
取
り
崩
す
が
、
そ
れ
ま

で
は
預
金
や
債
券
で
資
金
運

用
を
行
っ
て
い
る
。
安
全
か

つ
効
率
的
な
保
管
、
運
用
に

努
め
て
い
る
。

QA

問　
森
林
病
害
虫
等
駆
除
委

託
費
と
し
て
８
４
４
万
円
執

行
さ
れ
て
い
る
。
松
く
い
虫

被
害
防
止
対
策
は
。

　
　

町
内
で
確
認
さ
れ
た
松

く
い
虫
被
害
木
は
１
９
０

本
。
最
先
端
地
域
と
し
て
、

県
補
助
金
を
受
け
、
森
林
組

合
に
依
頼
し
、
確
認
さ
れ
た

被
害
木
の
伐
倒
・
燻
蒸
処
理

を
行
う
こ
と
で
被
害
の
拡
大

防
止
に
努
め
て
い
る
。

QA

問　
サ
ル
の
出
没
が
町
内
に

広
く
分
布
し
、
農
業
被
害
が

増
加
し
て
い
る
。
有
害
捕
獲

を
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
。

　
　

サ
ル
の
捕
獲
に
は
、
保

護
管
理
計
画
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
、
駆
除
頭
数
を
申

請
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
難
し
い
面
も
あ
る
が
、

引
き
続
き
岩
手
県
に
対
し
、

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

QA

△　�松枯れの原因となるマツノマダ
ラカミキリムシ（提供：森林総
合研究所東北支所）

△　�取り扱っている返礼品。
　　�このほか、鶏肉のセットなどもある

△　�群れを成して出没しているサル。
その被害は年々増加している

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

公
文
書
管
理
は
適
切
に

基
金
運
用
は
効
率
的
に

松
く
い
虫
の
駆
除
対
策

サ
ル
の
有
害
捕
獲
体
制

佐々木春一委員

村上　薫委員

阿部祐一委員

林﨑幸正委員

決算審査

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
評
価

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

阿
部
祐
一

委
員
長
報
告　
　

財政・医療・鳥獣害・新型コロナ対策…。

　

神
田
町
政
が
掲
げ
る「
医
・

食
・
住
」
の
充
実
を
柱
と
し

た
新
た
な
町
総
合
計
画
の
２

年
目
。計
画
さ
れ
た
予
算
が
、

そ
の
趣
旨
と
目
的
に
沿
い
適

切
・
効
果
的
に
執
行
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
成
果
が
発
揮
さ

れ
、
町
民
福
祉
の
向
上
が
図

ら
れ
た
か
を
観
点
に
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

医
療
環
境
の
充
実
、
農
林

業
の
振
興
、
移
住
定
住
の
促

進
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の

充
実
を
は
じ
め
、
主
な
事
業

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

の
「
使
っ
て
応
援
す
み
た
チ

ケ
ッ
ト
事
業
」、「
子
育
て
世

帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
」、

「
住
田
高
校
魅
力
化
事
業
」

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受

け
た
町
民
、
事
業
者
の
経
済

対
策
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
を
評
価
し
、
い
ず
れ
の
決

算
も
賛
成
多
数
で
認
定
と
決

定
し
ま
し
た
。

ここを
チェック

7 　　すみた議会だよりすみた議会だより　179号　179号
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第24回　住田町議会定例会（９月議会）　提出議案・認定一覧

一般会計
補正予算

県支援に１万5000円上乗せ
児童１人計３万円支給

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
子
育
て
世
帯
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
別
支
援

金
」
を
給
付
す
る
。
県
支
出

金
と
一
般
財
源
を
合
わ
せ
た

１
５
０
０
万
円
を
今
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
に
計
上
。

　
県
が
児
童
手
当
受
給
世
帯

を
対
象
に
、
児
童
１
人
当
た

り
１
万
５
０
０
０
円
を
支
援

す
る
「
い
わ
て
子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
支
援
金
給
付
事

業
費
補
助
」
に
町
が
１
万

５
０
０
０
円
を
上
乗
せ
し
、計

３
万
円
を
支
給
す
る
。
町
独

自
策
で
は
、
高
校
生
ま
で
を

給
付
対
象
と
し
、
手
厚
く
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

高
校
生
ま
で
対
象

高
校
生
ま
で
対
象

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
支
援
金

議 案 審 議

議案第１号　�一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例

議案第２号　�職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例

議案第３号　�住田町税条例等の一部を改正する条例
議案第４号　�住田町定住促進空き家活用住宅の管理

運営に関する条例の一部を改正する条
例

議案第５号　�令和４年度住田町一般会計補正予算
（関連記事Ｐ２～Ｐ３、Ｐ8）

議案第６号　�令和４年度住田町国民健康保険特別会
計補正予算

議案第７号　�令和４年度住田町介護保険特別会計補
正予算

議案第８号　�令和４年度住田町後期高齢者医療特別
会計補正予算

議案第９号　�令和４年度住田町簡易水道事業会計補
正予算

議案第10号　�令和４年度住田町下水道事業会計補正
予算

議案第11号　�令和４年度住田町国民健康保険条例の
一部を改正する条例の一部を改正する
条例

認定第１号　�令和3年度住田町一般会計歳入歳出決
算の認定について

　　　　　　（関連記事Ｐ４～Ｐ７）
認定第２号　�令和３年度住田町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　（関連記事Ｐ４）
認定第３号　�令和３年度住田町介護保険特別会計歳

入歳出決算の認定について
　　　　　　（関連記事Ｐ４）
認定第４号　�令和３年度住田町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　（関連記事Ｐ４）
認定第５号　�令和３年度住田町簡易水道事業会計決

算の認定について　（関連記事Ｐ４）
認定第6号　�令和３年度住田町下水道事業会計決算

の認定について（関連記事Ｐ４）

△　�児童生徒の笑顔を守るため、子育て世帯へ
の幅広い独自支援を実施する

８　　すみた議会だよりすみた議会だより　179号　179号
　　令和４年10月14日令和４年10月14日



認 定 ・ 請 願

水
野　
正
勝

荻
原　
　
勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

佐
々
木
春
一

村
上　
　
薫

阿
部　
祐
一

林
﨑　
幸
正

菊
池　
　
孝

高
橋　
　
靖

菅
野　
浩
正

瀧
本　
正
德

採
決
結
果

認定第１号
令和３年度住田町一般会計歳入
歳出決算の認定について

〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × 〇 － 認
定

請願第３号
５～ １１歳への新型コロナワク
チン接種の「努力義務」規定の
撤回と子どもたち、若者たちへ
の新型コロナワクチン接種の即
時中止を国へ求める意見書提出
の請願

〇 × × × × × × × × × × －
不
採
択

請願第４号
新型コロナウイルス感染症の指
定感染症等への指定解除を国へ
求める意見書提出の請願

〇 × × × × × × × × × × －
不
採
択

請願第５号
新型コロナワクチン接種時のイ
ンフォームド・コンセントのガ
イドライン策定に関する請願

〇 × × × × × × × × × × －
不
採
択

◯：賛成　×：反対　欠：欠席
議長は採決に加わりません賛否が分かれた認定・請願　採決状況一覧

請 願 ・ 採 決

請
願
審
査
の
ゆ
く
え

令和４年度請願第３号
５〜 11歳への新型コロナワクチン接種の「努力義務」規定の撤回と子
どもたち、若者たちへの新型コロナワクチン接種の即時中止を国へ求
める意見書提出の請願

令和４年度請願第４号 新型コロナウイルス感染症の指定感染症等への指定解除を国へ求める
意見書提出の請願

令和４年度請願第５号 新型コロナワクチン接種時のインフォームド・コンセントのガイドラ
イン策定に関する請願

請願者の氏名・団体・住所 佐々木　公一　すみたの子どもたちの未来を守る会
住田町上有住字中沢７0-1

紹介議員 水野　正勝
付託常任委員会 総務教民常任委員会（委員長　高橋　靖）
委員会審査の結果 すべて不採択と決定
本会議での採決 賛成少数ですべて不採択と決定

令和４年度請願第6号 町道清水沢只越線の改良舗装工事と林道只越線の町道認定と改良舗装
工事について

請願者の氏名・住所 柏崎　遵　住田町上有住字大畑６７-7
紹介議員 佐々木　信一、高橋　靖
付託常任委員会 産業経済常任委員会（委員長　阿部　祐一）
委員会審査の結果 閉会中の継続審査とする

９ 　　すみた議会だよりすみた議会だより　179号　179号
　　令和４年10月14日令和４年10月14日



町
の
考
え
を
問
う

町
の
考
え
を
問
う

一般質問一般質問９月議会

教育環境・消防教育環境・消防
    物価高騰対策物価高騰対策などでなどで論戦論戦

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策

執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
た
だ
す

こ
と
。
質
問
の
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
１
問
ず
つ
質
問
す
る
１
問
１
答
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

ページ 質��問��者
（登壇順） 質問項目

１１ 佐
さ さ き

々木春
はるかず

一
①　�産業道路の改良整備
②　�高齢者の補聴器購入費の助成
③　�小中学校の給食費の無償化

１2 林
はやし

﨑
ざき

　幸
さちまさ

正
①　�町長、副町長のネットワークの町づく
りへの活用

②　�町外居住職員の緊急時の招集

１3 村
むらかみ

上　　薫
かおる

①　�総合計画中間点の見直し
②　�学校運営協議会制度（コミュニティ・
スクール）

③　�消防団員の処遇改善

１４ 荻
おぎわら

原　　勝
まさる ①　�地域情報通信基盤整備事業の維持管理

②　�小学校統合の方向性

１5 水
みず

野
の

　正
まさかつ

勝 ①　�新型コロナウイルス感染症対策
②　�国際情勢を捉えた今後の農業政策

１６ 佐
さ さ き

々木信
しんいち

一
①　�生産資材高騰下における対策と地域資
源の活用

②　�鳥獣被害対策
③　�産業振興と仕事政策

１7 阿
あ べ

部　祐
ゆういち

一
①　�肥料・飼料・燃料費などの資材価格高
騰対策

②　�消防団活動

７
人
の
議
員
が
質
問

　全文記録（議事録）は、１１月中旬から役場庁舎２階の
総務課と町のホームページ上で閲覧できます。
（QRコードからのご利用もできます）
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議員のつぶやき

佐
さ さ き
々木春

はるかず
一議員

「聞こえは人権問題
で、情報をえられる
ことは大切」難聴の
切実な声が寄せられ

ています

△　�食育という教育を行うのに必要不可欠な
学校給食。本来、国の責任で無償化する
ことが望ましい

町
の
考
え
を
問
う

　
　
加
齢
に
よ
る
難
聴
の
問

題
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

町
内
の
難
聴
者
数
は
約

７
６
０
人
と
推
定
さ
れ
る
。

難
聴
は
、
本
人
だ
け
の
問
題

で
な
く
、「
社
会
か
ら
の
孤

立
・
疎
外
」
と
い
う
問
題
が

起
き
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
　
難
聴
レ
ベ
ル
の
区
分
と

補
聴
器
購
入
の
公
的
支
援
の

状
況
は
。

　
　
町
長

問答問答

　
　
令
和
２
年
度
に
国
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
町

内
小
中
学
校
で
給
食
費
の
無

償
化
が
図
ら
れ
た
。
引
き
続

き
町
独
自
で
完
全
無
償
化
を

実
現
で
き
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　

無
償
化
は
経
済
的
負
担
の

軽
減
、
子
育
て
に
対
す
る
町

の
姿
勢
を
示
す
手
段
の
一
つ

と
し
て
有
効
で
あ
る
と
は
考

え
て
い
る
が
、
自
ら
の
子
ど

も
を
健
や
か
に
成
長
さ
せ
る

こ
と
は
保
護
者
の
責
務
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
食
材
費
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
ご
負
担
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

問答

　

補
聴
器
購
入
の
公
的
支
援

は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に

よ
り
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル

が
７0
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
高
度

難
聴
レ
ベ
ル
の
方
が
補
助
を

受
け
ら
れ
、
軽
度
・
中
等
度

の
難
聴
の
方
は
補
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
補
聴
器
を
必
要
と
す
る

対
象
者
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

補
聴
器
は
、
管
理
医
療
機

器
で
あ
る
こ
と
か
ら
耳
鼻
科

問答

の
受
診
が
必
要
で
あ
り
、
医

師
の
判
断
に
よ
り
、
軽
度
・

中
等
度
の
難
聴
の
方
で
も
、

補
聴
器
の
必
要
な
方
が
い
る
。

　
　

補
聴
器
の
購
入
費
用

は
、高
額
な
買
い
物
で
あ
り
、

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

町
独
自
の
助
成
制
度
を
。

　
　
町
長

　

補
聴
器
は
、
大
変
高
額
な

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
県

内
の
自
治
体
で
は
、
独
自
の

助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
状
況
を
把
握

し
検
討
を
進
め
た
い
。

問答

畜
産
関
連
道
路

の
改
良
整
備
は

　
　
農
畜
産
業
の
生
産
拡
大

と
雇
用
の
創
出
で
養
豚
や
ブ

ロ
イ
ラ
ー
の
農
場
が
建
設
さ

れ
た
が
、
農
場
に
通
じ
る
道

路
の
路
面
未
改
良
が
見
ら
れ

る
が
改
良
整
備
の
見
通
し
は
。

　
　
町
長

　

農
場
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
飼
料
配
送
や
出
荷
な
ど

通
行
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

な
道
路
維
持
や
補
修
に
努
め

て
い
る
。
安
定
的
な
生
産
活
動

の
た
め
に
、
開
発
計
画
の
中
で

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

問
補
聴
器
購
入
助
成
を

答
難
聴
は
重
要
な
問
題

問 給食費を無償化に
答 食材費の負担継続
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議員のつぶやき

住田町を活性化する
ためには、町外とのさらなる
ネットワークづくりが

必要だ

林
はやし
﨑
ざき
　幸
さち
正
まさ
議員

△　�さらなる情報交換や新たな交流
に期待が寄せられている「ふる
さと住田会」

町
の
考
え
を
問
う

　
　
町
長
、
副
町
長
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
産
業
振
興
や
交

流
人
口
拡
大
に
活
か
す
べ
き

と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
に
活
用
し
、
今
後
ど
う

施
策
に
活
か
し
て
い
く
か
。

　
　
町
長

　

民
間
で
の
経
験
を
経
て
、

現
在
に
至
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
耕
畜
連

携
や
地
域
産
物
の
販
路
拡
大

な
ど
の
産
業
振
興
に
努
め
、

首
都
圏
な
ど
を
中
心
に
企
業

訪
問
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

加
え
て
、
出
身
大
学
の
卒
業

生
や
様
々
な
関
わ
り
の
中
で

関
係
が
生
ま
れ
た
方
々
な
ど

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
用

し
な
が
ら
、
観
光
や
交
流
人

口
、
医
療
、
教
育
分
野
な
ど�

の
情
報
収
集
に
努
め
て
き
た
。

問答

　

副
町
長
に
お
い
て
は
、
私

が
首
都
圏
を
中
心
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
を
行
っ
て
い
る

傍
ら
で
、
職
員
時
代
か
ら
築

い
て
き
た
方
々
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
町
の
施

策
や
事
業
展
開
へ
の
情
報
提

供
を
私
や
職
員
に
対
し
て
繰

り
返
し
行
っ
て
き
て
い
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
つ

で
あ
る「
ふ
る
さ
と
住
田
会
」

は
、
町
の
活
性
化
に
ど
の
よ

う
に
役
立
っ
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

ふ
る
さ
と
住
田
会
は
、
郷

土
愛
に
基
づ
き
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
と
共
に
町
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
昭
和
６２
年
設
立
。
同
会
は

首
都
圏
在
住
の
「
郷
土
を
愛

す
る
仲
間
」
と
情
報
交
換
や

親
睦
会
を
通
じ
て
、
本
町
の

産
業
振
興
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
て
き
た
。同
会
員
の
方
々

に
は
日
頃
か
ら
ふ
る
さ
と
納

税
や
郷
土
物
産
店
へ
の
参
加

な
ど
を
通
じ
て
町
の
活
性
化

に
関
わ
り
を
頂
い
て
い
る
。

問答

　
　
町
外
居
住
職
員
の
人
数

や
割
合
な
ど
の
実
態
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　
　
町
長

　

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在

職
員
数
１
０
５
名
に
対
し
、

町
外
居
住
職
員
は
２９
名
で
、

割
合
は
２７
・
６
％
と
な
っ
て

い
る
。
町
外
居
住
職
員
の
居

住
地
域
は
、
大
船
渡
市
、
陸

前
高
田
市
、
遠
野
市
、
奥
州

市
、
花
巻
市
で
あ
る
。

　
　
緊
急
招
集
訓
練
等
は
実

施
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長

　

本
町
に
お
い
て
は
、
緊
急

参
集
訓
練
と
い
う
参
集
の
み

に
特
化
し
た
訓
練
で
は
な
く

町
の
総
合
防
災
訓
練
時
に
、

災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。

問答問答

　
　
町
外
居
住
職
員
に
お
い

て
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
の

業
務
に
支
障
は
な
い
の
か
。

　
　
町
長

　

緊
急
時
の
参
集
に
つ
い
て

は
、
災
害
レ
ベ
ル
毎
に
職
員

の
参
集
範
囲
を
地
域
防
災
計

画
に
定
め
、
災
害
規
模
に
応

じ
て
順
次
職
員
数
を
配
置
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

避
難
所
運
営
で
は
、
毎
年

度
当
初
に
職
員
配
置
を
決
め
、

有
事
に
即
対
応
で
き
る
よ
う

避
難
所
近
隣
の
町
内
居
住
職

員
を
主
と
し
た
配
置
に
努
め

て
い
る
。
町
外
居
住
者
を
配

置
す
る
場
合
は
、
気
仙
管
内

の
居
住
職
員
を
世
田
米
地
区

に
配
置
す
る
な
ど
早
急
に
参

集
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

今
後
も
平
時
か
ら
確
認
を
徹

底
し
、
様
々
な
工
夫
を
行
い

な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問答

問 どう活かすネットワーク
答 首都圏中心に企業訪問

問
緊
急
時
町
外
職
員
は

答
状
況
に
応
じ
て
工
夫

１2　　すみた議会だよりすみた議会だより　179号　179号
　　令和４年10月14日令和４年10月14日



議員のつぶやき

村
むらかみ
上　　薫

かおる
議員

町民のデジタル変革は、
楽しんでスマホを
使うことから

町
の
考
え
を
問
う

　
　
デ
ジ
タ
ル
変
革（
Ｄ
Ｘ
）

へ
の
対
応
と
行
程
計
画
は
。

　
　
町
長

　

現
在
Ｄ
Ｘ
計
画
策
定
委
員

会
を
立
ち
上
げ
進
め
て
い
る
。

　
　
当
町
で
進
め
る
Ｄ
Ｘ
の

内
容
は
。

　
　
町
長

　

①
自
治
体
業
務
に
係
る
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化

②
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化　

③
本
町
が
独
自
に
進

め
る
Ｄ
Ｘ
、
の
３
つ
に
分
類

さ
れ
る
。

問答問答

　
　
消
防
庁
は
令
和
３
年
４

月
１3
日
、
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
等
を
全
国
に
要
請
し
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　
町
長

　

消
防
庁
の
通
知
内
容
は
、
年

額
報
酬
３
６
５
０
０
円
、
出

動
報
酬
１
日
当
た
り
８
０
０
０

円
を
標
準
と
し
、
報
酬
等
は

団
員
個
人
に
対
し
直
接
支
給

す
る
こ
と
が
主
と
な
る
。

　
　
当
町
で
は
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
改
正
を
行
う
考
え
か
。

　
　
町
長

　

改
正
時
期
は
、
来
年
度
の

予
算
編
成
に
併
せ
て
進
め
た

い
。
団
員
へ
の
直
接
払
い
は

本
年
度
か
ら
の
実
施
を
予
定
。

問答問答

　
　
町
民
が
デ
ジ
タ
ル
化
の

利
便
性
を
享
受
で
き
る
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

は
、
い
つ
か
ら
可
能
か
。

　
　
町
長

　

子
育
て
関
係
・
介
護
関
係

な
ど
２７
手
続
き
を
今
年
度
中

に
整
備
す
る
。

　
　
Ｄ
Ｘ
重
要
業
績
評
価
指

標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の
設
定
は
。

　
　
町
長

　

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
策
定
後
、

実
行
計
画
策
定
の
中
で
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
設
定
を
し
て
い
く
。

問答問答

　
　
北
上
山
地
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実

現
」
は
、
い
よ
い
よ
正
念
場

を
迎
え
て
い
る
。「
グ
リ
ー

ン
Ｉ
Ｌ
Ｃ
」
講
演
会
開
催
な

ど
具
体
的
な
行
動
が
必
要
と

考
え
る
が
。

　
　
町
長

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
が
も
た
ら
す

影
響
は
、
多
大
な
も
の
が
あ

る
。
当
町
に
と
っ
て
も
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と

な
り
う
る
多
様
な
波
及
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。
県
・
関
係

自
治
体
・
各
種
団
体
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
行
く
。

問答

学
校
運
営
協
議
会

　
　
学
校
運
営
協
議
会
の
主

な
役
割
は
。

　
　
教
育
長

　

①
校
長
が
作
成
す
る
学
校

運
営
の
基
本
方
針
の
承
認
を

行
う　

②
学
校
運
営
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
、
校
長
に

意
見
を
述
べ
る　

③
教
職
員

の
任
用
に
関
し
て
、
教
育
委

員
会
規
則
に
定
め
る
事
項
や

範
囲
に
沿
っ
て
、
教
育
委
員

会
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
、
の
３
点
と
な
る
。

問答学
校
運
営
協
議
会
と
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
と
も
言
う
。
学

校
と
保
護
者
や
地
域
が

共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

学
校
運
営
に
意
見
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
で
、
一

緒
に
協
働
し
な
が
ら
子

供
た
ち
の
豊
か
な
成
長

を
支
え
「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
」

を
進
め
る
法
律
に
基
づ

い
た
仕
組
み
。

△　�消防団の活動拠点となる消防屯所

問
進
ん
で
い
る
か
デ
ジ
タ
ル
変
革

答
計
画
策
定
委
員
会
で
検
討
中

問 消防団員の処遇改善を
答 改正通知に基づいて
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議員のつぶやき

台風や大雨の時こそ
必要な防災情報。
光ケーブル網や
住田テレビは大切な
社会インフラ

荻
おぎ
原
わら
　　勝

まさる
議員

△　�中学校統合の時期や形式、校舎、学校名な
どが話し合われている「統合推進協議会」

町
の
考
え
を
問
う

　
　
地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
の
現
在
ま
で
の
事
業

評
価
は
。

　
　
町
長

　

テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
の
解

消
、光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
各
世
帯
へ
の

防
災
告
知
端
末
機
設
置
に
よ

る
行
政
情
報
・
防
災
情
報
の

確
実
な
伝
達
、
携
帯
電
話
の

不
感
地
域
の
解
消
な
ど
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
く
寄
与

し
て
き
た
と
評
価
す
る
。

　
　
使
用
料
の
見
通
し
は
。

　
　
町
長

　

使
用
料
は
、
人
口
が
減
少

し
て
も
加
入
者
数
が
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
い
た
め
、
こ
こ
数
年

は
総
額
２
８
０
０
万
円
程
度

で
推
移
し
て
い
る
。
使
用
料

の
見
直
し
は
、
消
費
税
改
正

問答問答

分
の
上
乗
せ
や
昨
今
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
な
ど
を
考
慮
し
、
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
設
置
か
ら
１0
年
を
経
る

光
ケ
ー
ブ
ル
網
は
、
電
線
に

比
べ
低
層
に
延
び
て
お
り
、

樹
木
の
枝
が
絡
ま
っ
て
い
る

箇
所
が
あ
る
。
樹
木
の
切
除

な
ど
で
適
切
な
保
守
管
理
を
。

　
　
町
長

　

光
ケ
ー
ブ
ル
は
、電
力
柱
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
、
町
有
柱
に
架
設

さ
れ
て
い
る
。
指
摘
の
箇
所

は
承
知
し
て
い
る
。
町
有
柱

の
分
は
現
在
、
定
期
点
検
を

し
、
取
り
ま
と
め
を
し
て
い

る
。
葉
が
落
ち
る
秋
頃
に
伐

採
等
を
予
定
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
で
は
、
事
業
者
に
早

期
対
応
を
依
頼
し
て
い
る
。

問答

　
　
町
内
小
学
校
の
複
式
学

級
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
教
育
長

　

小
学
校
で
は
、
１
学
級
当

た
り
の
児
童
数
が
、
１
年
生

を
含
む
場
合
は
８
人
、
１
年

生
以
外
は
1６
人
ま
で
の
場

合
、
連
続
す
る
２
学
年
で
複

式
学
級
と
な
る
。

　

世
田
米
小
は
、
令
和
10
年

度
ま
で
複
式
学
級
を
編
成
す

る
見
通
し
は
な
い
。
有
住
小

は
、
現
在
２
・
３
年
生
で
複

式
学
級
を
編
成
し
て
お
り
、

令
和
５
年
度
も
１
学
級
、
令

和
６
年
度
以
降
は
２
学
級
づ

つ
編
成
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

当
町
の
複
式
学
級
で
は
、

学
級
担
任
に
加
え
、
専
属
的

に
学
習
面
な
ど
を
補
佐
す
る

教
員
免
許
の
あ
る
支
援
員
を

町
単
独
で
配
置
し
、
複
式
学

級
の
課
題
に
対
応
し
て
い
る
。

問答

　
　

中
学
校
の
統
合
は
現

在
、
統
合
推
進
協
議
会
で
協

議
さ
れ
て
い
る
。
小
学
校
の
統

合
に
つ
い
て
は
ど
う
進
め
る
。

　
　
教
育
長

　

小
学
校
に
つ
い
て
も
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
、
議
会
に
も
随

時
報
告
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
行
き
た
い
。

問答

　
　
統
合
の
課
題
で
あ
る
児

童
の
通
学
距
離
や
時
間
な
ど

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
教
育
長

　

通
学
の
距
離
や
時
間
は
、

学
校
の
設
置
場
所
や
児
童
数

で
変
動
す
る
。
通
学
手
段
は

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
安
全
・
安

心
に
通
学
で
き
る
環
境
の
整

備
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

問答

問 光ケーブルの保守管理を
答 今秋にも支障木を除去

問
複
式
学
級
へ
の
対
応
は

答
町
単
独
で
支
援
員
を
配
置
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議員のつぶやき

水
みず
野
の
　正
まさかつ
勝議員

コロナが終息している
国とそうでない日本と
の違いは何なのか、
考えなければならない

と思います

△　�令和４年９月20日、オミクロン
株対応の新ワクチンに係る集団接
種が開始（東京都港区）

町
の
考
え
を
問
う

　
　
町
内
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
の
発
生
状
況
を
ど
う
捉

え
、
こ
れ
ま
で
の
感
染
症
対

策
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

９
月
４
日
現
在
、
町
の
感

染
者
数
は
１
８
３
人
と
公

表
。
感
染
は
高
止
ま
り
し
て

い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
収
束

の
見
込
み
は
見
え
て
い
な
い

が
、
町
民
の
皆
様
に
日
頃
か

ら
基
本
対
策
を
徹
底
し
て
頂

い
て
い
る
こ
と
で
爆
発
的
な

感
染
拡
大
は
防
げ
て
い
る
。

問答

　
　
厚
生
労
働
省
の
人
口
動

態
調
査
に
よ
る
と
、昨
年
来
、

全
国
的
に
死
亡
者
数
が
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
本
町

の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

令
和
３
年
の
死
亡
者
数
は

令
和
２
年
よ
り
６
万
７
７
４

５
人
が
増
加
。
令
和
２
年
は

11
年
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
て

い
た
も
の
の
、
２
年
ぶ
り
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
な
死
因
は
悪
性
新
生

物
、
続
い
て
心
疾
患
、
老
衰

の
順
と
な
る
。
本
町
に
お
け

る
死
亡
者
数
は
、
令
和
元
年

１
１
３
人
、令
和
２
年
１
０
４

人
、
令
和
３
年
１
２
７
人
と

な
っ
て
い
る
。

問答

引
き
続
き
場
面
に
応
じ
た
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
て
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
副
作
用
や
後
遺
症
疑

い
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
に
生
じ
る
副
反
応
を
疑

う
事
例
に
つ
い
て
厚
生
労
働

省
の
報
告
に
よ
る
と
、
令
和

４
年
７
月
10
日
ま
で
に
お
い

問答

て
副
反
応
疑
い
の
報
告
件
数

は
３
万
４
３
９
４
件
。
頻
度

は
０
・
０
１
１
９
％
と
な
っ

て
い
る
。
本
町
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
公
表
は
さ
れ
て
お

ら
ず
返
答
し
か
ね
る
。
町
民

の
多
く
か
ら
は
、
注
射
し
た

部
分
の
痛
み
や
発
熱
な
ど
副

反
応
の
話
は
聞
い
て
い
る

が
、
長
期
間
続
い
て
い
る
と

い
う
よ
う
な
話
は
聞
い
て
い

な
い
。

　
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
変
異
体

対
応
と
言
わ
れ
る
２
価
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
今
後
予
定
さ

れ
て
い
る
。
接
種
に
対
す
る

町
の
姿
勢
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね

ス
ム
ー
ズ
な
接
種
体
制
の
整

備
を
し
て
い
き
た
い
。
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、
予
防
接
種
法
の
規

定
に
お
い
て
特
例
的
な
臨
時

接
種
に
係
る
国
、
地
方
自
治

体
の
事
務
と
さ
れ
て
お
り
、

接
種
し
た
い
方
が
い
る
限
り

接
種
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

・
今
後
の
農
業
政
策

問答

問 接種に対する町の姿勢は
答 希望者がいる限り体制整備

問
ど
う
評
価
す
る
感
染
症
対
策

答
基
本
対
策
徹
底
で
感
染
爆
発
防
止
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佐
さ
々
さ
木
き
信
しん
一
いち
議員

△　�鳥獣被害から農作物を守るために
設置されている防護網

議員のつぶやき

資材高騰で
農業経営が大変。
農家への支援を
図るべき

町
の
考
え
を
問
う

　
　
輸
入
原
料
に
依
存
す
る

肥
料
の
価
格
高
騰
は
、
農
家

の
経
営
に
打
撃
を
与
え
て
い

る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
考
え
か
。

　
　
町
長

　

国
で
は
、
化
学
肥
料
原
料

の
国
際
価
格
が
大
幅
に
上
昇

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業

経
営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
、

化
学
肥
料
の
２
割
低
減
に
取

り
組
む
農
業
者
に
対
し
、
肥

料
コ
ス
ト
上
昇
分
の
７
割
を

支
援
し
て
い
く
。
対
象
は
令

和
４
年
秋
肥
か
ら
令
和
５
年

春
肥
と
し
て
購
入
し
た
肥
料

で
、
前
年
か
ら
の
増
加
額
を

算
定
し
補
填
。
町
で
は
、
農

業
者
へ
の
情
報
提
供
や
申
請�

支
援
を
し
て
い
く
。

問答

　
　
畜
産
農
家
で
は
、
配
合

飼
料
の
価
格
高
騰
に
よ
り
経

営
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
畜
産
農
家
へ
の
負

担
軽
減
を
ど
う
図
る
か
。

　
　
町
長

　

農
林
水
産
省
が
公
表
し
て

い
る
農
業
生
産
資
材
価
格
指

数
で
は
、
令
和
２
年
を
１
０
０

と
し
た
場
合
、
直
近
値
は

１
１
９
・
２
で
あ
り
、
上
昇
傾

向
に
あ
る
。
本
町
で
も
同
様

の
影
響
が
出
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
今
回
、
一
般

会
計
補
正
予
算
案
に
計
上
し

た
「
住
田
町
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
緊
急
経
済
対
策
支
援

金
」
を
活
用
し
、
今
後
の
事

業
継
続
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

問答

　
　
町
内
の
家
畜
排
せ
つ
物

を
活
用
し
た
有
機
栽
培
が
期

待
さ
れ
る
。
良
質
な
有
機
質

肥
料
の
生
産
と
利
用
促
進
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
町
長

　

本
町
で
は
、
畜
産
の
生
産

の
拡
大
と
多
く
の
飼
料
が
海

外
か
ら
調
達
さ
れ
て
い
る
現

状
を
受
け
、
耕
畜
連
携
に
よ

る
循
環
型
農
業
を
推
進
し
て

い
る
。
昨
年
度
は
発
酵
鶏
ふ

ん
ペ
レ
ッ
ト
が
製
造
で
き
る

堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
町
内
に
完

成
。
今
年
度
か
ら
チ
キ
ン
ク

ラ
ス
タ
ー
協
議
会
が
主
体
と

な
り
飼
料
用
作
物
耕
畜
連
携

実
証
試
験
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
現
在
は
、
大
船
渡

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の

協
力
の
も
と
土
壌
診
断
や
施

肥
設
計
に
取
り
組
み
、
子
実

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
飼
料
用
米

の
秋
肥
施
用
実
証
試
験
を
実

施
し
、
令
和
５
年
度
に
収
穫

量
の
検
証
を
予
定
し
て
い

る
。
今
後
も
、
耕
畜
連
携
に

よ
る
地
域
内
循
環
が
図
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

問答

　
　
サ
ル
に
よ
る
農
業
被
害

や
熊
の
人
的
被
害
が
深
刻
で

あ
る
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

住
田
町
鳥
獣
害
防
止
総
合

対
策
協
議
会
が
主
体
と
な
っ

て
、
被
害
防
止
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
町
と
し
て
は

集
落
が
主
体
と
な
り
、
対
策

に
取
り
組
む
集
落
農
林
業
振

興
会
の
活
動
を
引
き
続
き
支

援
し
て
ま
い
り
た
い
。

問答

企
業
誘
致
推
進

　
　
半
導
体
関
係
の
企
業
誘

致
が
有
効
と
考
え
る
が
。

　
　
町
長

　

誘
致
に
は
、
企
業
ニ
ー
ズ

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
不
可
欠

と
考
え
る
。
引
き
続
き
岩
手

県
企
業
誘
致
推
進
委
員
会
な

ど
か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
、

誘
致
活
動
を
推
進
し
た
い
。

問答

問 どう対応肥料価格高騰
答 化学肥料の低減に補助金

問
サ
ル
や
熊
の
対
策
は

答
振
興
会
活
動
を
支
援
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議員のつぶやき

阿
あ べ
部　祐

ゆういち
一議員

住田の経済を支えている
中小事業者への経営
支援を図るべきだ

△　�住民の暮らしを守る消防団活動

町
の
考
え
を
問
う

　
　
燃
料
や
物
価
が
大
幅
に

高
騰
し
、
商
工
業
者
で
は
事

業
経
営
に
大
き
な
支
障
が
出

て
い
る
。
こ
の
現
状
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

日
本
銀
行
が
毎
月
公
表
し

て
い
る
企
業
物
価
指
数
で

は
、
令
和
２
年
を
１
０
０
と

す
る
と
、
７
月
の
速
報
値
で

は
１
１
４
・
５
と
1７
カ
月
連

続
で
前
年
同
期
を
上
回
っ
て

お
り
、
原
材
料
価
格
の
高
騰

や
円
安
に
よ
る
輸
入
価
格
の

問答

　
　
国
の
方
針
に
よ
り
消
防

団
員
報
酬
が
個
人
口
座
に
振

り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

分
団
や
部
の
活
動
に
支
障
は

な
い
の
か
。

　
　
町
長

　

消
防
団
と
必
要
経
費
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
本
年
度
当

初
予
算
に
お
い
て
、
消
防
団

運
営
補
助
金
を
創
設
。
内
訳

は
、
本
部
・
女
性
消
防
団
及

び
各
分
団
の
８
団
体
に
運
営

経
費
を
支
給
。
本
部
・
女
性

消
防
団
・
各
分
団
及
び
各
部

の
２６
団
体
に
光
熱
費
・
消
耗

品
費
を
毎
年
交
付
す
る
。
各
分

団
や
各
部
の
運
営
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

問答

上
昇
を
反
映
し
、
物
価
高
騰

が
続
い
て
い
る
。
町
と
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪

化
、
円
安
等
を
背
景
と
し
た

物
価
高
騰
の
影
響
は
、
様
々

な
事
業
者
に
幅
広
く
出
て
い

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
岩
手
県
が
実
施
し
て
い

る
中
小
事
業
者
向
け
の
「
物

価
高
騰
対
策
支
援
金
」
の
制

度
が
あ
る
が
、
50
％
以
上
の

収
入
減
少
が
対
象
要
件
に
な

問

る
な
ど
条
件
が
厳
し
い
こ
と

か
ら
、
町
内
事
業
者
に
合
っ

た
支
援
制
度
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

町
の
支
援
策
と
し
て
「
物

価
高
騰
対
策
支
援
金
」
の
要

件
緩
和
や
対
象
拡
大
を
行

い
、
独
自
の
経
済
対
策
支
援

金
を
立
案
し
た
。
町
内
の
商

工
業
者
や
農
業
者
を
支
給
対

象
と
し
、
収
入
減
少
の
要
件

も
設
け
な
い
。
多
く
の
事
業

者
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

答

　
　
年
々
団
員
の
減
少
が
進

み
、
分
団
体
制
維
持
が
気
が

か
り
で
あ
る
が
、
分
団
体
制

の
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。

　
　
町
長

　

団
員
は
減
少
傾
向
と
な
っ

て
お
り
、
本
年
４
月
は

３
３
０
名
が
在
籍
。
消
防
団

で
は
、
以
前
よ
り
組
織
再
編

の
協
議
を
進
め
る
予
定
と
し

て
い
た
も
の
の
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
協
議
が
進
ん
で
い
な
い
。

　

町
と
し
て
は
、
消
防
団
に

よ
る
再
編
協
議
結
果
の
意
見

を
尊
重
し
つ
つ
、
組
織
再
編

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

問答

問 個人振込で分団運営は
答 各分団へ必要経費を補助

問
事
業
者
向
け
支
援
を

答
町
独
自
経
済
対
策
支
援
金
で
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議
員
が
行
う
質
問
や

提
言
が
、
町
政
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

その後

段差解消
通行スムーズに

　車の出入りが良くなり歩きや
すくなった。大雨時の排水も非
常に良くなり感謝している。

質　問

歩道をなくして
フラットに

　国道340号改良に伴い、残される現道
大崎〜火石間は、路面のデコボコや段差
がある。町道に返還される前にどう整備
されるのか。

横
よこさわ

澤  弘
ひろみち

道 さん
世田米字火石

答　弁

県と協議し
整備を推進

　測量調査終了後は、住民の意向を聞き、
県と町で歩道を含めた区間の整備を協議
しながら進める。

住
民
の
声

△　�　�歩道の縁石が撤去され、段差が解消されたことにより、快適
な通行が可能となった

大崎～火石間の大崎～火石間の
改良は改良は

大崎～火石間の大崎～火石間の
改良は改良は
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議会を傍聴しよう！

　町議会は誰でも傍聴でき
ます。次の 12月議会の予
定は下表のとおり。
　生活改善センター議会棟
の入口から案内に従って傍
聴席へお入りください。

12月議会は
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

令和４年９月
議会の傍聴者は

1212人人でした

議案審議一般質問

常
任
委
員
会

議会広報編集常任委員会

　議会広報編集常任委員会では、より良い広報活動を目指して、議会だより１７8号（令和４年７月１5日
発行）の紙上で議会だよりに関するご意見やご要望などのアンケートを実施したところ貴重なご回答をい
ただきましたのでご紹介いたします。

貴重なご意見ありがとうございました

　今後とも住田町議会へお気軽にご意見をお寄せいただければと
思います。引き続きご協力よろしくお願いします。

Q１

Q３

Q６

Q２

年齢を教えてください。

議会だよりの内容はわかり
やすいですか。
わかりやすい　　７（100％）

議会だよりに対するご意見等がありましたら、
ご記入ください。

性別を教えてください。

○�人物紹介の写真ですが、もう少し表情が柔らかいと、もっとステ
キな議会だよりになると思います。
○�どのような議員がいるのか、議員がなにをやっているのかもよく
わからないので、そういう特集をしてほしい。議員の紹介ページ
をつくるとか。内容が分かりにくい文章もあるので、もっと町民
が分かりやすい文章にしてほしい。
○�表紙の写真が好きで楽しみにしています。癒されます。いつか、
自分の子どもも撮って表紙に載せてほしい。
○�読み応えのある広報だと思います。町の考えを問うをもう少し簡
潔にまとめてくれたほうが見やすいと思います。　　　　　��など

１０代
2０代
3０代
４０代
5０代
６０代
７０代

8０代以上

０ 　 　 　 　 　 １ 　 　 　 　 　 ２

０ 　 　 １ 　 　 ２ 　 　 3 　 　 ４ 　 　 5

男性

女性

無回答

０（０％）
���������������������������������１（１４．3％）
���������������������������������１（１４．3％）
���������������������������������１（１４．3％）

2（2８．６％）
2（2８．６％）

０（０％）
０（０％）

　　　　　　　　　2（2８．６％）

４（57.2％）

　　　　�１（１４．3％）

Q４
一般質問に関心

議会だよりのどのような記事に関心がありますか。
（複数回答可）

町の考えを問う（一般質問）
議会の活動レポート

議会のあらまし
町政に関する特集

請願、 陳情
どうなりましたあの提言

すみた想い人
わたしの未来
特になし

表紙の写真
表紙

６（８5．7％）
������������������������������������������������������４（57．１％）
������������������������������������������������������４（57．１％）
������������������������������������������������������４（57．１％）
���������������������������2（2８．６％）
�����������������������������������������3（４2．９％）
���������������������������2（2８．６％）

６（８5．7％）
０（０％）
�������������１（１４．3％）
�������������１（１４．3％）

０ 　 　 １ 　 　 ２ 　 　 ３ 　 　 ４ 　 　 ５ 　 　 6

Q５
全ページカラーに

改善した方がいいと思う点はありますか。
（複数回答可）

カラー印刷の方がよい
写真を多く掲載したらよい
文字を大きくしたらよい

特集ページがあった方がよい
ページ数を増やしたらよい
ページ数を減らしたらよい

現状のままでよい
その他（文字が多い時がある）

４（57．１％）

������������������������������������������������������������3（４2．９％）

��������������������１（１４．3％）

����������������������������������������2（2８．６％）

��������������������１（１４．3％）

��������������������１（１４．3％）

����������������������������������������2（2８．６％）

��������������������１（１４．3％）

０ 　 　 　 　 １ 　 　 　 ２ 　 　 　 　 ３ 　 　 　 　 ４
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編集後記編集後記 広報編集常任委員会
　　委　員　荻原　勝▼　収穫の秋を迎えています。出来栄えはいかがですか。▼　新型コロナウイルス感染症の影響や、世界的な物価高騰の大波が当町にも押し寄せています。９月議会では、その対策として、経済支援金や給付金の審議をしました。▼　前回号の新企画「あなたの声を聞かせて」宛に、貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。今後とも「議会だより」に自由闊達なご意見をお寄せいただければ幸いです。

今、マンガに夢中で、トリコや東京グール、
東京リベンジャーズ、ナルトを読んでいます。
ストーリーがおもしろいです。勉強では、理
科が好き。観察や研究ができるからです。将

来は先生になって、自分が教える子どもた
ちの未来を良くしたいと考えるからです。

ぼくの夢は、将来水泳選手になることで
す。今はマックの水泳教室で、背泳ぎを練習
しています。バタ足が難しくなかなか前に進
みませんが、あきらめないでチャレンジしてい
きます。この経験を活かし、オリンピックに
出場してメダルを取りたいと思っています。

水
泳
の
世
界
へ

未
来
を
良
く
し
た
い

世田米小学校６年

野
の
呂
ろ
　直
なお
樹
き

（世田米字田畑）

有住小学校６年

小
お
野
の
　一
いち
花
か

（上有住字八日町）

表紙の写真

コーナーです。コーナーです。

　自薦・他薦も大歓迎。申し　自薦・他薦も大歓迎。申し

込みをお待ちしています。込みをお待ちしています。

　住田町の子どもたちが　住田町の子どもたちが

将来の夢を語る将来の夢を語る

広報編集常任委員会
発行責任者　　議　　長　瀧　本　正　德
　　　　　　　委　員　長　佐々木　信　一
　　　　　　　副委員長　水　野　正　勝
　　　　　　　委　　員　菅　野　浩　正
　　　　　　　　　　　　阿　部　祐　一
　　　　　　　　　　　　佐々木　春　一
　　　　　　　　　　　　荻　原　　　勝

　さわやかな秋晴れとなったこの日。有住保育園では
運動会が開かれました。１、２歳児の子どもたちは、
緊張しながらも最後までゴールを目指し、見事ゲット
したお宝メダルを、お父さんお母さんに嬉しそうに見
せていました。４、５歳児の子どもたちは、大きなバルー
ン遊戯に挑戦。鮮やかなバルーンが大きな気球のよう
に青空に広がり、会場からはたくさんの拍手が送られ
ていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

有住保育園
有住保育園
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